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る割合が極めて大きかった。一方貸出はそのほとんどが
貸付であり、融資の対象は、会社設立資金、会社運転資
金等であった。そして手形割引、荷為替のような商品流
通を基礎とするものは少なかった。しかし、ここで注意
しなければならないのは、その荷為替を坂組むことによ
って貸付が行われていたことである。そして、それをと
おしても国立銀行は強固な経営を行っていたのである。
第百国立銀行は、明治十一年に創業しているが、この
銀行の創立願を見ると、
今般受領スル処ノ公債証書並紙幣取交セ協議ノ上国立銀行創
立致シ度、依し之東京府第一大区十三小区浜町二町目三番地
一一該店設置、大約弐拾五万円ノ資本ヲ以開業仕度候条至急御
免許相成様奉レ願候也。
明治十一年三月什八日
東京府第一大区七小区五郎兵衛町拾弐番地平民
発
起
人
高
橋
利
兵
衛
東京府第十一大区一小区寺島村百三拾五番地
全戸寄留島根県士族
吉
田
忠
己
同第一大区一小区浜町第一一町目三番地寄留右同断
須
知
正
直
同
白
井
清
丈
東京府第一大区十四小区小網町第三丁目十八番地
国立銀行と為替業務（新井）
平民
高
橋
長
平
同第六大区四小区本町千年町二十三番地
同
川崎金三郎
同第一大区九小区南鍋町第一丁目三番地
寄留島根県士族
原
六
郎
大蔵卿大隈重信殿（１）
とあり、右の外、河田景与・河崎真胤・田中清光の三名
が発起人に加わり願書を明治十一年一一一月一一十八日に大蔵
省に提出した。しかし大蔵省からは六月七日付「願旨ノ
趣資本金弐拾五万円ヲ以テ創立之儀〈難一一聞届一。尤弐拾
万円以下一一テ創立ノ見込モ有し之候〈十日限更二可一一願
出こ旨の指令があり、資本金を一一十万円に減じて国立
銀行創立の許可を得ている。この銀行の株主及役員は、
左一記に示す通りであるが、
支
配
人
宮
部
久
取
締
役
円
城
寺
芳
蔵
同
高
崎
長
平
同
川
崎
金
三
郎
同
吉
田
忠
己
頭
取
原
六
郎
士族を中心として設立された銀行であるといってよい。
即ち頭取原六郎をはじめ、鳥取藩主池田慶徳（一一三万五
一九九
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千
石
）
の
家
令
吉
田
忠
己
、
水
戸
藩
士
川
崎
金
三
郎
等
、
士
族
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
業
は
日
本
橋
区
万
町
に
本
店
を
設
け
九
月
四
日
よ
り
そ
の
営
業
を
開
始
し
た
。
第百国立銀行株主姓名表
法
政
史
学
第
一
五
号
吉
田
忠
己
河
崎
真
胤
川
崎
金
三
郎
原
六
郎
高
崎
長
平
安
田
善
次
郎
円
城
寺
芳
蔵
河
田
景
与
宮
部
久
白
井
清
丈
須
知
正
直
高
橋
利
兵
衛
市
川
好
三
木
島
文
六
姓
名
東京府葛飾郡寺島村一一一三七番地
同所同番地
東京本所千歳町四六番地
同
南
鍋
町
一
丁
目
七
番
地
同小網町一一一丁目二十八番地
同
小
網
町
四
丁
目
八
番
地
同
浜
町
二
丁
目
十
四
番
地
同
赤
坂
新
坂
町
一
番
地
東京桧物町一五番地
同
浜
町
二
丁
目
一
四
番
地
同所同番地
同
五
郎
兵
衛
町
一
二
番
地
同
本
所
相
生
町
一
丁
目
六
番
地
同
深
川
西
元
町
八
番
地
住
所
初期の営業を承るならば、この銀行ははやくから生糸
を中心とした海外荷為替業務を重視し、その営業を行っ
ていた。第四回半季実際考課状一○頁には「海外輸出入
九六○
六七五
一三五七○三○三○三○二○一一一一○一○一○五一一一
合
計
二
○
○
○
株
数
九六○○○
六七五○○
一三五○○
七○○○
三
○
○
○
三○○○
・
三
○
○
○
二○○○
一二○○
一○○○
一○○○
一○○○
五○○
三○○
合
計
二
○
○
○
○
○
株数現価へ円）
二
○
○
原六郎翁伝上巻327頁より
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ノ
権
衡
ヲ
得
ザ
ル
ョ
リ
理
財
ノ
要
点
ヲ
失
却
Ｚ
且
商
業
振
起
セ
ザルヲ憂上曇キー一允准ヲ蒙リ米国輸出荷為換ノ業ヲ開キ
…
…
」
（
２
）
と
あ
る
が
、
す
で
に
頭
取
原
六
郎
は
、
は
やくから
海外貿易の事を考えていたらしく、明治八年ロンドンか
ら家兄達に送った手紙にも直輸出の必要をのぺている。
「今般一友人帰朝の幸便に托し呈寸楮伺貴意侯。……中
略……此迄富国強兵とは口癖にしていつも其実を不得固
より国不富んぱ其兵不強。且其国を富ますの手術亦種々
ある内、外国の貿易ヲ最とす。日本に国産鮮ぎに非ず。
輸出の品生絲あり、茶あり、米麦あり、綿あり其他種々
あり、然れども日本人はいつも家の内に居て世界の相場
を
不
知
而
己
た
ら
ず
、
嘗
て
世
界
に
一
の
店
を
出
せ
し
二
と
無
し
と
云
て
可
な
り
。
夫
故
折
角
苦
永
た
る
右
の
産
物
の
高
利
は
多
く
外
国
人
の
手
に
落
つ
る
は
笑
に
愚
な
る
話
也
。
右
に
付
迂
生
知
己
の
大
阪
辺
江
州
辺
の
豪
商
を
募
り
、
大
社
を
結
ん
で
彼
等
を
し
て
此迄洋人に取られたる利益を得せしめば、皇国進歩の一
助にして彼等も亦幸ならんと既に当国に於て或る商人等
に内を手段を掛合居り候事に候。兄等若し志あらぱ太田
垣・西村一一代瀬戸甚等の連中と会社を結び、三丹の生絲
を
（
世
界
の
相
場
を
閏
合
せ
）
買
占
め
其
左
直
ち
に
英
仏
の
出
店
に送らぱ高利を得る事無疑。……」（３）とある。我国に
お
い
て
は
、
明
治
維
新
以
来
、
対
外
国
貿
易
は
殆
ん
ど
各
開
港
場
国立銀行と為替業務（新井）
の居留地にある外国商館に独占され、これらの外国商人
は、日本の商人とか生産者の無知なこと、対外取引に関
する法律の不備なてんに乗じて種々の不正手段をもって
不当な利益を得ていた。殊にこの弊害は当時日本の重要
輸出品であった生絲貿易に著しかった。即ち「従来生絲
取引上一一於テ外商の専横ナル拳テ数フル二違アラズト雄
モ
、
姑
ラ
ク
其
著
シ
キ
モ
ノ
ヲ
拳
レ
バ
、
外
国
商
人
一
一
売
込
問
屋
ヲ廻り生絲ノ見本ヲ以テ値段ヲ取極〆、直チ｜一己レ等力
商
館
ノ
倉
庫
へ
為
引
入
、
然
ル
後
拝
見
シ
テ
始
メ
テ
本
取
引
ト
ナ
ルコトナレバ、未ダ金員モ払〈ズシテ自家ノ倉庫へ引込
ミ、一片ノ証書ヲモ交付セザルノ一事一一テモ既――尋常商
業ノ正道一一適〈ザルコトヲ証スル一一足しり。然ノミナラ
ズ、本国ノ気配ヲ測り投機ヲ以テ生絲ヲ買入ントスルモ
ノ多ケレバ、慨ネ生絲ヲ引入レサセシ後チ数日間乃至十
日以上モ拝見ヲ為サズシテ本国ノ報知如何ヲ侍チ、気配
善シト報シ来レバ通例ノ通り一一拝見ヲ済シテ買入レ、若
シ気配悪シト報アレ。〈拝見ノ時ワザト荷物一一種々ノ難癖
ヲ附テ「・ヘケ」トシ、甚シキーー至リテ〈電信ノ報知悪シ
トテ断然「ペケ」一一スルコトアリ。叉現一一五百筒ノ買入
ヲ為サントスルーー、先ヅ八百筒ノ約定ヲ為シテ引入サセ
ー時外国銀行へ対シ融通ノ助トン、事済テ後チ破談シテ
差戻スコトアリ。其引込持帰リノ運賃ハイヅレモ皆荷主
一一○一
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ノ
失
費
ト
ナ
リ
、
彼
〈
毫
モ
其
損
失
ヲ
担
当
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
其
間
若
シ
売
込
問
屋
ヨ
リ
異
議
ヲ
容
ル
時
〈
暴
威
ヲ
以
テ
恐
嚇
ス
ル
等言語道断ノ振舞アリ。又斤量掛改ノ如キモ其風袋（各
商館一一テ製シ置キ、実量半斤内外ナルヲセ分五厘或〈一
斤ト定ムルヲ以テ目前一秤一一付一一一十目乃至六十目ノ差ヲ
生ジ、且我力｜筒（九貫匁）ヲ｜秤トスルカ普通ナルーー
故
ラ
ニ
小
分
シ
テ
ー
筒
ノ
七
分
乃
至
半
分
ヲ
一
秤
ト
シ
テ
此
ノ
差
ヲ増加セシムルーー至ル。加フル一一一斤以下ノ端数ヲ切り
薬ルヲ以テ生絲｜筒ノ差〈少ナクモ一斤一一下ラズ。之ヲ
横浜取扱ノ絲荷高一一一万五千筒一一乗ズル時〈一一一万五千斤一一
シテ此ノ価弐拾壱万弗トナリ、之一一屑物ヲ合スレバ必ズ
四十五六万弗ノ巨額トナル。是し皆彼ノ専横ヲ以テ不当
ノ利益ヲ墾断スルモノ」（４）であった。そして、このよ
うな情勢にあったので、第百国立銀行は開業するや直ち
に択善会（我国最初の資本家団体）に加入して同業者と
の連絡をとり、第一国立銀行との間にコルレスポンデン
ス
約
定
を
締
結
し
て
為
替
事
業
を
開
始
し
た
。
明
治
十
年
の
上
半
季
の
頃
に
は
、
国
立
銀
行
の
創
立
も
少
な
く
、
他
店
と
為
替
取
組
の約定を結ぶものは少なかったが、明治十二年六月末日
では「国立銀行ノ創立セラレシモノ百五十支店七十九ノ
多キー一達シ為替約定店の数亦大一一増加シテ一一一百一一一十八箇
ノ多キー及ヘリ越エテ明治十一一一年六月三十日一一於テハ為
法
政
史
学
第
一
五
号
替取組ノ線交互錯綜シテ遂二一千二十七箇一一達シ全ク前
日ノ形勢ヲ一変セリ・・…・中略……我為替事業〈前後僅々
二
箇
年
ノ
間
二
於
テ
全
ク
其
面
目
ヲ
改
メ
タ
ル
ヲ
見
ル
ヘ
シ
是
ヨ
リ以後内国資金ノ流動歳一一月一一益其利便ヲ増セリ」（５）
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
第
百
国
立
銀
行
に
お
い
て
は
、
明
治
十二年下期から外国為替業務を行っている。これは主と
し
て
ア
メ
リ
カ
向
生
糸
の
輸
出
荷
為
替
を
取
扱
う
の
で
あ
る
が
、
「米国輸出生糸荷為替の儀ヲ佐藤組と結約し該為換事務
取扱の為め米国在留開通社念員田代四郎へ当銀行の代理
ニューヨーク
を委託せり（中略）該圭兀捌代価は田代四郎より新約克領事
館へ納付領事館より商務局へ電信為換等の事藝を同局え請
願也しに九月（註、明治十二年）十七日允准せられ且右
荷
為
替
取
組
の
儀
に
付
佐
藤
組
約
定
書
相
添
へ
九
月
四
日
大
蔵
卿
閣下え請願し同月什日允准を蒙りたり」（６）とあり、わ
が
国
に
お
い
て
外
国
為
替
業
務
を
公
許
の
も
と
に
営
ん
だ
の
は
こ
の銀行が最初であろうと思われる。また、第三十三国立
銀行もほとんど同時に海外荷為替事業に着手し、第百銀
行と同様田代氏を代理人に立てていたので、相互の間に
約定書を交換して共同戦線をはった。（７）第百国立銀行
で
は
、
海
外
荷
為
替
は
本
業
の
急
務
な
り
と
し
て
そ
の
拡
張
計
画
を進めた。明治十三年下半季（自七月至十一一月）の考課
状には「当半季間本店ノ業務〈頗ル繁忙一一シテ先年兼テ
二
○
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着手セシ海外荷換ノ便利ヲ謀り七月一一於テ横浜へ出張店
ヲ置キ、引続キ十一月一一及ソデ福島へ出張店ヲ設ケ、専
ラ生絲直輸出並一一内地荷為換ノ例ヲ開ケリ。爾来日尚浅
ク充分ノ成績ヲ顕サズト錐モ好結果ヲ報道スルノ日〈遠
キニァラザルベシ。海外荷為換〈本業ノ急務ナレベ夙一一
之ヲ拡張セシムルノ目途一一シテ、十二年六月紐育府へ代
理人ヲ置キ爾後孜々トシテ尽力セン一一、終一一小資金ヲ以
テ充分ノ需〆一一応ジ兼ネ、依テ第一一一十三国立銀行卜協議
シ海外荷為換資金拝借之儀前季大蔵省へ出願シタレドモ
許
可
セ
ラ
レ
ズ
。
其
後
正
金
銀
行
へ
直
輸
出
荷
為
換
資
金
御
貸
下
ゲアリシーー付、更一一同行へ約束シ荷為換委托金ヲ以テ直
輸ノ生絲等ヲ地方ヨリ横浜迄ノ荷為換ヲ取組ムコトトナ
レリ。……後略……」（８）とあり、横浜と福島にそれぞ
れ支店を設けて、内地荷為替業務をおこなっていたこと
がわかる。そしてある程度、生絲業者との結びつきおも
推測することができるが、また、明治十五年になると、群
馬県前橋に支店を設け、荷為替並に為替取組を行ってい
る。これらの支店は、生絲の出荷が済むと休業し、新絲荷
為替の頃になると叉開くという営業ぶりであった。（９）
｜一一
こ
の
よ
う
に
輸
出
荷
為
替
事
業
が
拡
張
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
国立銀行と為替業務（新井）
一銀行の資本の承をもってしては到底一般の要求に応ず
ることのできない情勢にあったので、第一一一十三国立銀行
とも協議のうえ輸出荷為資金の借用方を大蔵省へ連署請
願した。しかし政府は当時為替専門の銀行として設立さ
れた横浜正金銀行にこの直輸出荷替の事業を独占させよ
うと企てていたから、第百、第三十三国立銀行が請願し
た輸出荷為替資金の借用方も許可されなかった。しかし
大蔵省は横浜正金銀行に限って紙幣三百万円の「御預入
し
」
を
允
許
し
、
同
行
に
お
い
て
は
こ
れ
を
資
金
と
し
て
所
謂
「御用外国荷為替」の取扱を開始したため、第百国立銀
行は横浜正金銀行と契約して荷為替委托金を受けこれを
以て直輸出の生絲等を内地の各方面から横浜へ輸送する
迄の荷為替を坂組むこととなった。横浜正金銀行明治十
三年下半季（頸牝羽俳調十一日）考課状は「前季の末に於て
別段御預け入紙幣の一項は既に願旨允裁の内諭を豪りた
れとも其金額は未た御下付の場合に至らさりし然るに市
場の時機は早く既に荷為替の主眼たる生絲輸出の季節に
際し荷為替貸付の差手は一日も遅緩すへからさるの場合
に臨承たるを以て其機宜を失はんことを慮り右金額御下
付の日に至る迄の支弁に供せんか為め当半期の初めに於
て紙幣部中仮りに荷為替貸の一科を設け之を試行せり此
荷
為
替
貸
の
一
科
を
挙
行
せ
し
よ
り
生
糸
産
出
の
地
方
に
設
置
せ
二○一一一
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法
政
史
学
第
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る各銀行より此貸付金融通の依頼あるに由り乃ち当座預
り金貸越約定の例に倣ひ貸付金頬の極度を定め其根抵当
を入れしめ右各地方に於て坂組む処の荷為替は総て本行
に於て其受払を為し随て入金あれは随て之を貸付し順環
流通以て彼我の便利を達するを旨趣とせり爾来右の約定
に拠り取引を為すもの日一日より多く各地方より本行に
向て輪送せる生糸の高意外に増進し其盛なる時に在ては
殆と四千筒の巨額に登れり而して此生糸は悉く本行の倉
庫に積入れ荷主売込の好機会を得る迄は成丈け持続を得
る
の
便
左
与
へ
棄
売
の
遺
憾
無
か
ら
し
め
ん
を
注
意
せ
し
と
雄
も
如何せん元資の金額僅少にして到底十分の目的を達する
こ
と
能
は
さ
り
ぎ
十月中旬に至り政府より前条外国直輸荷為替資金三百万
円を漸次に預け入らるるを以て追次前回の約を解き新規
約定を取結ひ右御預入金三百万円の口へ振替へるの手続
に及ひたり右前回の約定を取結ひたる各銀行は左の如シ
東
京
第
一
一
一
十
三
国
立
銀
行
福
島
第
六
国
立
銀
行
東
京
第
百
国
立
銀
行
須
賀
川
第
百
八
国
立
銀
行
松
代
第
六
十
三
国
立
銀
行
豊
橋
第
八
国
立
銀
行
へ九十一一一力）
三
春
第
六
国
立
銀
行
右
御
預
入
金
参
百
万
円
は
各
地
産
出
品
の
海
外
直
輸
出
奨
励
せ
ら
るるの特典に出つるもの……後略．．…・」（Ⅲ）であった爪、
当時正金銀行が各地方銀行に対する荷為替資金貸出は次
表のごとくである。第三十三国立銀行の定限額・貸出額
荷為換資金貸出表
自明治13年10月27日至明治13年11月20日
貸出金額定限高称名 東上
円
1７５，８００
円
200,000
二
○
四
田
第十九国立銀行
一泉
丸家銀行
但第一一一十三第百第八及ひ丸家銀行の如きは何れ
も上州又は信州の支店若くは出張所に於て為替
を取組承たるなり
第三十三銀行
第百国立銀行
第六国立銀行
第八国立銀行
第七十七国立銀行
掛川銀行
第百八銀行
第二十四銀行
第七十四銀行
第百○七銀行
第拾国立銀行
6０，０００7０，０００
5０，０００50,000
7０，０００7０，０００
15,00015.000
5０，０００5０，０００
4０，０００5０，０００
2０，０００20.000
5０，０００7０，０００
2５，０００2５，０００
1４，０００2０．０００
566,800640.000
3巻付録447頁日本金融史資料第
Hosei University Repository
が大きいのは、はやくから直輸出荷為替業務を行ってい
た
関
係
か
ら
特
別
の
配
慮
が
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
貸
付
は
大
蔵
卿
佐
野
常
民
が
八
月
三
十
日
に
太
政
官
へ
稟
伺
し
た
中
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ね
ら
い
は
「
外
国
為
替
の
法
及
上直輸出ノ道ヲ開導シ以テ貿易ノ商権ヲ恢復シ輸出入ノ
平均ヲ致シ金銀貨ノ価格ヲシテ常一一平準ヲ得セシムル」
Ｈ
）
に
あ
っ
た
。
さ
き
ほ
ど
も
の
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
幕
末
開
港
当
時
か
ら
明
治
四
十
四
年
頃
迄
は
、
貿
易
上
に
お
い
て
も
諸外国にたいし対等の関係に立つことができなかった。
こ
う
し
た
情
勢
は
、
政
府
を
し
て
早
く
か
ら
商
権
回
復
、
そ
し
て
殖
産
興
業
に
力
を
そ
そ
が
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
商
権
回
復
運
動
に
と
も
な
う
直
輸
出
貿
易
が
さ
け
ば
れ
て
く
る
と
、
ど
う
し
ても生絲売込商と外商との間に摩擦がつよくたかまり、
い
わ
ゆ
る
横
浜
聯
合
生
絲
荷
預
所
問
題
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
が
こ
の
よ
う
な
過
程
の
な
か
に
お
い
て
、
政
府
ｌ
横
浜
正
金
銀
行
ｌ
国
立
銀
行
ｌ
生
絲
売
込
商
の
ラ
イ
ン
が
で
き
あ
が
っ
て
い
たのである。即ちこの紛争に、第一国立銀行をはじめ多
くの銀行が金融上の便宜を計ったが、その融通額は二百
万円乃至六百万円余といわれている（、）。もちろん原六
郎は明治十六年より横浜正金銀行の官選取締役になり、
まもなく頭取になっているので、第百国立銀行としては
当然正金銀行と密接な関係を保ちえたと思われるし、一
国
立
銀
行
と
為
替
業
務
（
新
井
）
方第二国立銀行のごとぎはその創立者及び株主はほとん
ど横浜の売込商によってなされていた冠）。そしてこの
よ
う
な
相
互
の
結
び
つ
き
と
商
権
回
復
と
い
う
時
代
の
要
請
が
国
立銀行を中心とした一つのラインにできあがっていった
のであろう。当時横浜正金銀行と生糸改正会社間に国立
銀行が入って荷為替の前貸を行っていたが、今、第九十
五国立銀行川越支店と武州生糸改正会社の間の約定書を
見て当時の営業方法の一端を知る事ができる。
約
定
書
、
）
第九十五国立銀行色）ヨリ武州生糸改正会社製造ノ生糸ヲ以
テ荷為換前金及上荷為換ヲ借受ルー一付双方ノ間二締約スル条
々左ノ加シ
第一条第九十五国立銀行〈横浜正金銀行ヨリ輸出物品へ対
シ荷為換前金賃ノ為〆預ヶ入レノ金員ヲ以テ生糸改正会社
製造ノ生糸二対スル荷為換前金トシテ貸渡ス所ノ金額〈通
貨五万円卜定ムヘシ
但本文ノ金額受渡シ〈別紙雛形ノ受取証ヲ以テスペシ
第
二
条
此
荷
為
換
前
金
ヲ
生
糸
改
正
会
社
二
於
テ
借
受
ダ
ル
当
日
ヨ
リ六十日以内二談金額二相当スル生糸ヲ時価十分ノセノ割
合ヲ以テ第九十五国立銀行へ差入し同銀行二於テ定ムル所
ノ荷為換手形ヲ以テ更二横浜マテノ荷為換ヲ取組前金ヲ返
済
ナ
ス
ヘ
シ
第三条右為換荷物横浜入着ノ上荷受主同伸会社ノ手ヲ経テ
ー一○五
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受二海外輸出ノ荷為換ヲ取組前借受ダル内地荷為換金ヲ返
済ナシ而シテ生糸改正会社〈第一条ノ金額ヲ繰返シ借受ル
モ
ノ
ト
ス
第四条輸出スヘキ荷物時価ノ変遷等ニョリ不得止事故ヲ以
テ内地二於テ売捌ストスル時〈生糸改正会社〈其荷主ヲシ
テ事情ヲ横浜正金銀行へ其申シタル上其売場ヶ代ノ銀貨ヲ
以テ荷受ヲナスヘシ此場合二於テハ該銀貨二荷受当日荷五
日間横浜株式取引所午前午後銀貨平均相場ノ復平均相庭ヲ
乗シ荷為換紙幣高二切替決算スルモノトス
第
五
条
第
二
条
第
三
条
ノ
手
続
キ
ヲ
経
テ
生
糸
改
正
会
社
〈
第
九
十
五国立銀行ヨリ此約定期限内〈数回二荷為換前金ヲ繰返シ
借
受
ル
事
ヲ
得
へ
シ
第
六
条
荷
為
換
前
金
貸
ノ
利
息
〈
生
糸
改
正
会
社
二
於
テ
借
入
ダ
ル
日ヨリ返金当日即チ生糸ヲ出シテ荷為換ヲ取組ダル日マテ
壱
ヶ
年
（
三
百
六
十
日
ト
定
ム
）
八
朱
ノ
日
歩
割
合
ヲ
以
テ
第
九
十
五国立銀行へ仕払へシ
第
七
条
荷
為
換
ノ
手
数
料
〈
金
高
百
円
二
付
三
拾
銭
ノ
定
ノ
其
荷
為
換ヲ取組ダル日生糸改正会社〈之ヲ第九十五国立銀行へ仕
払へシ
第八条生糸改正会社二於テ此約定ノ旨一一違背シ前金返入ノ
期ヲ怠ル時〈第九十五国立銀行〈期限中ト錐モ之ヲ解約シ
一時一一元利金決算ヲ為サシム事アルヘシ
第九条生糸改正会社〈此約定一一付別紙地所書入証ノ通り根
抵当トシテ之ヲ第九十五国立銀行へ差出シ置クニ付此荷為
二
○
六
換二係ル借入金一一付何様ノ事故出来損害ヲ壊ス事アル賦又
〈期限一一至り返金ノ手続ヲ怠ル時〈該抵当之地所売却之上
元利決算ヲナシ若シ不息アル時〈生糸改正会社ノ社中一統
負
債
主
タ
ル
ノ
義
務
ヲ
負
担
シ
之
力
弁
償
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
第
十
条
此
約
定
中
自
然
改
正
増
補
ヲ
要
セ
サ
ル
事
ヲ
得
サ
ル
時
〈
双
方
熟
議
ノ
上
日
ヲ
定
メ
テ
改
正
増
補
ス
ル
事
ヲ
得
へ
シ
第十一条此約定〈明治十四年十二月三十日ヲ以テ期限ト定
〆元利決算ヲナスヘシ其結果ノ満足ナルーー於テハ第九十五
国立銀行〈横浜正金銀行ノ承諾ヲ得テ次季ノ継約ヲナス事
ア
ル
ヘ
シ
右ノ条灸結約セン証トシテ正副弐通ヲ製シ各自記調印ノ
上本書〈第九十五国立銀行へ副〈生糸改正会社へ交付シ
互一一確守スヘキモノ也
これは生産地から輸出港である横浜にいたる間の直輸
出
品
に
対
し
て
貸
与
さ
れ
た
荷
為
替
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
承
ると、その前貸は通貨で五万円を限度としていた。そし
て、その貸付けた日より六十日以内にその金額にたいす
る生糸を時価の十分の七の値段で銀行に入れさせ、その
銀行の横浜までの荷為替手形にかえることによって、一
応前金を返済させるが、その為替荷物が横浜へつぎ荷受
主同仲会社を通して海外輸出の荷為替を坂組むことによ
って完全に前貸金は決済されるのである。海外への輸出
が成立しなかった時は、国内市場にて売却し、それによ
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って決済されるが、云一の場合、通貨によってではなく》
あくまでも銀貨によって決済されたのである。これは政
府をして通貨価値の下落をふせぎ「金銀貨ノ価格ヲシテ
ーー常平準ヲ得セシムル」にそのねらいの一端があったが
しかし、当時銀紙の開きがしだいに大きくなり、貸付金
は本来の目的からはなれて投機の対象になっていた場合
もあったＢ）。荷為替前金貸の利息は、八朱の日歩割合
をもってなされた。又手数料は百円に対して三十銭の割
合でなされていた。そして生糸改正会社がこの約定に反
し
た
時
に
は
こ
れ
を
解
約
し
、
叉
、
地
所
の
書
入
証
を
根
抵
当
と
し
て
と
り
、
期
限
に
至
っ
て
返
金
出
な
い
時
に
は
そ
の
地
所
を
売
却
す
る
権
利
を
も
ち
、
そ
の
う
え
、
も
し
も
そ
の
不
足
が
あ
る
時
には生糸改正会社全体にその負債を義務づけていた。こ
のように国立銀行は、絶対的確実な方法でその営業を行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一方国立銀行は、売込商にも貸付をおこなっていたが
売
込
商
は
そ
の
資
金
で
、
現
地
問
屋
へ
生
糸
買
入
資
金
の
前
貸
と
しての又貸し金融をしていたのである。売込商は、はや
く
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
自
己
資
本
の
ほ
か
に
有
利
な
銀
行
か
ら
の
融
資
を
え
て
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
横
浜
に
お
け
る
銀
国立銀行と為替業務（新井）
四
行制度の確立は廷いっそう彼等の存在を蕾〈ツクアップし
た。「横浜蚕糸貿易事情」は「……財産裕カナル問屋〈
隔別ナレトモ、多クハ自分ノ金ヲ貸出スーー非ズシテ銀行
ヨリ融通ヲ附ケルコトナリ。即チ、荷物が問屋二着セシ
以上〈其問屋ノ名前一一テ取扱フコトニシテ、之ヲ銀行一一
抵当一一入し、金ノ融通ヲ計ル〈問屋ノ勝手ナレ．〈、問屋
〈充分ノ資本ヲ要セザレバ、恰モ荷主が一一一百円ノ荷ヲ三
十円一一テ取扱上得ルガ如ク、荷主一一貸付ル金高ト、銀行
ヨリ借入レル金額ノ差金アに〈可ナリ。尤モ銀行〈時価
ノセ掛乃至入掛ヨリ貸出サザヒ〈、今銀行ヨリ時価ノ入
掛一一借り・問屋一一九掛一一貸ストスレバ、一一一百円ノ品物Ⅱ
三十円アレパ充分ナルベシ。而シテ此場合一一〈銀行ヨリ
ハ多少低利一一借り、日歩五厘内外ノ差〈問屋ノ利益トナ
ルベシ（Ⅱ」。このように多くの売込商の営業資金は自己
資金ではなしに、糸荷を抵当とした銀行融資によってい
ること、そして銀行の貸出利息と売込商の荷主貸付利息
の差が売込商の利得となっていた。現地の糸問屋仲買人
は、定期市場とか農村を駆けめぐってその借入れた資金
によって系を買い集めた。また問屋の場合は売込問屋の
委託買付けを行っていたのである。そして、これら現地
の問屋仲買等も、遠隔地取引商品としての生糸の特質か
ら
し
て
、
常
に
大
都
市
開
港
場
の
売
込
問
屋
の
市
場
支
配
に
従
属
一一○七
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五
初期の国立銀行は、その多くは紙幣の発行と公金取扱
いをその機能の大部分としていたが、それは明治政府の
いだいていた紙幣の統一と整理、そして殖産興業を国立
銀行の肩におわせようとした過程のあらわれでもあっ
た。国立銀行はそのような政府の意図した銀行の近代化
即ち封建的経済機構から資本主義的経済機構へのにない
てを請負ったのである。そしてそれを通して産業の育成
をこころゑたのだが、しかし初期の国立銀行にあっては
一般的にはむりであった。日本経済の中枢として広く商
業
機
構
を
掌
握
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
商
品
生
産
面
に
も
深
く
喰
い
込むことができたのは、特権をもった銀行であった。第
百国立銀行もある一面では特権をもった銀行であるとい
ってもよい。ここでは荷為替業務を通してゑてきたが、
この荷為替業務においてその一端をふることができた。
そ
れ
は
、
政
府
ｌ
横
浜
正
金
銀
行
ｌ
国
立
銀
行
ｌ
売
込
商
の一連のつながりの過程から生糸だされた。しかし金融
機構全体を通して承たとぎ、国立銀行から融資を得て又
貸ししている売込商に、前近代的な問屋制資本としての
性格を見ることができる。このように、まだ明治十年代
法
政
史
学
第
一
五
号
せざるをえなかったのである危）。
二
○
八
にあっては、その金融機構も、近代的な面と前近代的な
面が同棲していたのである。国立銀行は明治十五年に日
本銀行が設立されることによって、実質的には私立銀行
化していくが、この過程にあって、一部の銀行は、我国
の産業界に確乎たる礎をきずきあげていったのである。
註１「
原
六
郎
翁
伝
」
上
巻
三
○
六
’
一
一
一
○
七
頁
２
同
上
一一一三三頁
３
同
上
二四二’二四一一一頁
４
「
東
京
日
日
新
聞
」
明
治
一
四
年
一
○
月
七
日
５
「
明
治
財
政
史
」
第
一
三
巻
四
五
二
’
四
五
三
頁
６繩柘鮴鳩共著「日本金融史」第二巻四○’四一頁
７
「
原
六
郎
翁
伝
」
上
巻
一
一
一
三
一
頁
８
同
上
三一一一八’一一一一一一九頁
９
同
上
三一一一一一頁
、「日本金融史資料」第一一一巻附録四二一一一頁
、
「
明
治
財
政
史
」
第
一
三
巻
九
一
八
頁
⑫
山
口
和
雄
箸
「
明
治
前
期
経
済
の
分
析
」
三
二
○
頁
、「横浜市史」第一一一巻上一一二一’二二五頁
魁
「
埼
玉
県
庁
所
蔵
史
料
」
第
壱
種
公
文
書
類
第
五
課
嘔
当
行
は
、
明
治
十
一
年
十
月
十
七
日
資本金二○万円で開業（東京）
妬
「
横
浜
市
史
」
第
三
巻
上
六
七
四
頁
Ⅳ
同
上
五
七
八
頁
烟
「
金
融
経
済
」
第
五
○
号
福
沢
諭
吉
の
「
通
貨
論
」
三
六
頁
（法政大学第二工業高等学校勤務）
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